
（別紙３）

～ ８年　２月　14日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ ８年　２月　14日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

・家庭の事情で参加できない家族に対しての配慮
として 参加しやすい日程を組んでいきます。

3

・活動の狙いを知らせることで、「家庭でもやっ
てみよう」と支援が細切れにならないように支援
していきます。
・家庭でもできるものを発信していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・顔見知りから一歩進んで、気軽に声をかけられ
るような関係を作れるように職員が橋渡しになる
よう努力していきます。

2

3

・基本的生活習慣の自立を目指し、個々の関わりを
大切に発達に応じて援助の仕方を工夫しています。

・認定こども園との交流
・身体の土台をつくる活動
・四季折々を五感で感じ取れるような戸外活動

・ファミリーデーを通して保護者同士の交流。 ・参観ではなく一緒に楽しめる活動、家庭でも継続
できる活動を取り入れています。
・「おちゃべりのかい」など親子分離でゆっくりと
話せる時間を作っています。

・VOOMをつかい、毎日の活動の様子などを発信し
ています。

・活動の狙いをわかりやすく知らせるともに共有し
家庭でも継続できるように発信しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者交流が少なく感じます。 ・ファミリデーでは、対我が子になってしまうこと
が多く、保護者交流が盛んに行われていないように
感じます。

８年　１月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ８年　３月　13日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援 すもも

○保護者評価実施期間 ８年　１月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


